
の同ヒ有最1生が教わらJ■t亀か→たが二名干の効果を廃案し‘得たものと署う。  

才ヱ象 言適合にあけ弓鉦戌東壁   

ば呵畏以、’力川ぎ盈鰯与しゼの帰休和風あよひ－ヨ温々ヒあける血色東針二尺ぼ■   

す勤響につ＝て調査したヒころ．つ告のよう泡磨雫を埼だ。  

（り密体勧威につし、こIまノ榊甘頂ち区⊂見．その効果か潤められす；フ♂ク即席与圧1二   

あいて毛〒の効寛が㌍わわれたものと整う。lプノ血色東壁ヒついこ良けク功呼   

接与区にあLl⊂も既に宅間効果があり．j♂β彗兼与区ヒの天皇刀点い帝漂互婦．㌔  

グ ランドレース利岡による絶二極性能予腐就翳  

彦州 正男．膚．夜娩太郎．大領，好塑  
／β励 当掲ヒI∃鰐那7年本渡林題大審意恵額喝ろ、わ東国東ラントニレズ直か、牒、   

珂ミれ5g卑かわ棄疲ヒ祓嗣し婦昂ように伝ったのq牒下1ご為けろ季播磨の  

通底他についこタグ耳詫に当落ヒあいて賂入した∫頚（スウェーデン承諾J・■棄虐牒）  

ヒ据せて調査甲∈あ各が；更に並旦腐盟釈義地区を塘めとう有却下各線澄象に  

拓いて∴も本痙ヒヨーク殉一度との←相安斬塵の割印が温められ⊂い考クつ⊂／一機  

患家の盾身とす奄ためノ＝虔＝ド性能につし1ての予碗試塊を粟絶した。  

2．試殿方宏（り試乗軸阿．鰐和冴亙り月ブタ日ゲろ男声和♂ヲ軍4月ヲβ毒での喜重魚  

名必咋オ、ろ9ク咋ヒ毎月尋どの閻御者し′生体寧がプβ噌に旦してオ’わ／凰繹＝用に  

屠戯評体し一喝博その噌の調査を嘩津ヒ凍って緊施した。lヱ）教頚髄の圧虎．  

子腐如～泡雪ム才負から生体鮎〃噌ヨ行 商都へ生断録明から釧障律．  

彼期へ生体垂うゼ噂や、ろ％昭司亡．（∂ノ底餅原 兼務繰官′ア′農のとありで対  

照区にヲ津レース魂（以下⊥ヒ錐稀ブヒヨー”ヤー磨（レメT†と一時割りの璃碑塵をとり′鼓  

救世として⊥桜乙y財に費厩して生産＝・圧た一代安吾6摩しIメ下γL と謄称）の  

亨嫁乞試乗区ヒし′実々一堰かわ踵2頗．言寄液プ承計A頭をえらぴノ亀とし定  

言絶／2周豆腐乱した。   努／象  礫 鼓 啄  

血  絶  好常惑  
お 痩  好   の生年日芦   

Y   タこ        方イントンてイアシテン㌃ケラクーヱ  アンチ〃－ハンザ∠ロビノクマサタフrr  ヲ£夢、ユダ   
」   クニ カウチ、、ナ占ヱー フ′   ク＝マタシンクソキー占2一／∂クヱ   

YL   ク＝ カウ≡戸、ナ ∠ヱ一旦／  ＝二1－1ンシレ八」ローズヤマモトる－2   
居れYに4爽訝した蕉舵ヒ作に戊鼓したYの零柁ヒの呵に卯打算の血液府原グ  

－－■．亡 ′－   



亀t．1＝とをあらり、U■杓わ断りしこあ∠。（∠濯試僻村挽かH串冬日翌．頗琶は吸  

塵閲能力泉尾飯井を同いた∂鈴与日置ヒつしlこIa′Yld森泉巷孝ヒ絶い′い＝ついて成  

金掬向を見じてこの塞草の2段晩兄ノ＝ついr相応けく／声寅瘡ヒして詣方した。  

r∫ト御得の鯖与方彦 イ．餌粁は／日置を∂何にノ労らした。ロ．何軒札矧伺仁呈琶比せ  

竃侵の刀＊をして招与し．水田寄食賭根号考だけ考えた，ハ銀額隠醸与し賢才、った。  

（∂ノ管理の概況、イ．計兇豚肩′産肉食か腋定扱舎の人ブイ，′メェク〃，の橡彦ノコ夫々ノ屋頁ブ  

っ叔應した。口、毎日顛餌碩に腹筋の濁帝友好った。ハ．舞わら1ヨー過重左料冒刀渚席  

頒に稀、離した。ご、櫛童利便足′烏且日産Fの干餅＝＝浄グ1シ行っモ．  

†7〉 制空時項  

てイ・富者弼蛋 L・餌賢の嫡草色 八 竜輝各帝の利敵   

ニ、頑体星置一 号軌 閃痺直後．X顛】肉姥  

3 恕：輿留吸   

出菟膏拓寸び飼升酒萄層   

鼓鷹牒鳩目リ潜ヲ竃∈の発育ちよび飼料消音培は牙ス表現びt牙3承のと  

あし＝さあっ‾た。  

矛 ヱ 表  螢 琶 状 混  

餌 蓉 日 数  ／眉宇輯増塔垂  

隼．＿＿＿塑竺j  
j∠ク∫ぎ壬  占∂ド ′／  

女紹」‘如げ  

占灯トJ、∠   

平 均  ノ∫ヱ∂  よ／ブ、∂  

ク／  ／コJ  ／た2  タ2∫う  ク／  巨”  ／タ／  ♂ア  ．∠j   
∠／  ∫才   

ヂ／   ／タ♂   占タ  ／3♂  ／Pダ    †  ープア  ／ユダ  ／才ぎ  】J、ク  占（ク  クク、古‾  ／コグ3  毒ルグJ  う、∠．ざ  l占4ク      よ∂／  ∫7  占7  ク占  甘クレ押   ≦＼♂  ＋ 十十   
∠才i／∂♂  

占去∫ ぎ′左巧．♂  

一〃2－  



女 3衷 侶舟の消費稗  

tフき ′棒型測定値  

ク♂昭嬉ヒあけ葛生体の測定塩喧・封ヰ泉のとありであっ色。  

－・々J－   



時 環  前 一暗  計画  顔 酵  腰 幅  啓 卸  ． rウ′／  √ク〉  亡ク  （■つ～■  ご■蜘  （刊／  Jj．♂  ま偶▼占  ユ∂．ク  ヱよヱ  2コ．3  ノ4．♂   
ノブ，占 コg．g   j孔／   ユタ．7  えエ∫   ／〃・β  

J〃．ヱ】  ドまス’  」∴ナ  よ／．ク   ノ¢、ク   

jユタ！ごよヱ  ．乃ニク   ヾ叫  j／、J   ノ4．グ・・－   タ〃．ヱL錘．・チ   ブj＼ど  ユ∫二′  ノ∵十∫  †／〃∫  ふぅ∫  J〃．女  ブタニ√  ニ式ク  ⊥ノノ  l／〃ノ     事        ブ¢．タ  Jタ．9  ーフ炎占  l？£Z  ユ／．ク  ′4ク   
ブ4．占  lJうこク  IJ突g  ▲   ノ2．才   ／窮β  

j〃．3  EJ《ク   2ヱ．ク  【ノ久タ  タえク‡J・ぐヂ   j4ざ  ヱ‘丁ク 

ユズ、♂   ／〃．∫  

責 苛  榛艮  体 萬  商 回  時 環  前 一暗  閲■愕         印′  クク∫qイ  ． rウ′／  √ク〉  亡ク   、）・ナ  ／／ユ．∂・  占∠．ク   Jj．♂  ま偶▼占  ユ∂．ク  

ロ♀  ／／フ．∫‾  よま∂  グ才一β  山 上久ま∠；－コj．g   j孔／   ：J■右  ／′ユβ  占ユ∂  9尻∫二  い甥．〃L拍．ヱ】   ドまス   ごプ妻こ  ／／J．ク  ∠ノ．∫  タグ♂  タ〃．ヱL錘．・チ   ブj＼ど    乃  ／′コ、≠  gj♂  タグ．J  ふぅ∫  J〃．女  ブタニ√   
Y」   ヲ．♀  ノか7∫  ＿∠∠∠＿  ／∠ノ．∂  jユタ！ごよヱ   事．乃ニク   ／♂ヰ  ー／∂グ♂  占／＃  ／♂／．♂  ブ¢．チトけ．9   ーフ炎占   ／′各  
／ヱ倉   

平  均  ／∂スダ  占ユ2  ／∂′♂  ∂且謬 七よ√占   j〃．3   

は）層体の；則艮イ直  

吸塵閏蕗力靡足ヒ鹿足ち石方法に煉って′烏認かカ雌ノ頗を酸くタ頭   

仁つい⊂萌盈L色個体刺激夜店村営ク鼻のとあり℡あった。   



沖 ∫ 衷．庭 坂 制 定 植＿   



≠、鬼  無   

大敵験は予備的最もので、侠駄頭数ち少放く、又血線的正芳嵐煤覆さ礼て   

い愈いげで、好る種皮の幌向を杷渡しモに過ぎないボ、概ねつぎのこYを   

寿彙し宵だものヒ素える．   

ミ11港 南 の 状 況   

l）よロ柑時日今軋 愚恥の沖乳絶わの差や哺首領敬答鱒餉青魚件々、  

束統による遺伝的夜彩管状大互い竜の亡弟えられろ媒、鑑来各軸係敬  

肉におし、て発表誉れている帝果Y同様」が最彰早くワ／臼，ついで  

YLの7？ロ′γの9∂日の暇であっだ。   

カ タ〃付利遭甘今につしlても同腹」．．Yし．Yの順で茶ったが、よβた拍＼ろ  

瑚までの所要8数では、L．Y．Yしの帽七夜り、これは川平均増  

払よで竜当感同じ換向にあり、Lについて也d。7才′Y、∫さ柑′Yし、  
∫ケ雀チYをりLが、優れていだが、有奮嘗は観めろれ良かった．  

なぢYLについては、特tこ倹約の僧体車力ぐ残って市り今後の向確定  

ヒ象るようであった。   

j）飼料の柊消後車はY杭荒も少なく、ついでYL、しの咽であり、飼噌  

象ボ率につしlて竜当然YまゞJ、gクヒ巌も良くYLd7Jノしよクワの順で  

あったが、このこYは、象淋名大密粗恵牧焙身び、鹿児島果観畜場尊  

で貞義苦れているようにVし及びLについては、飼料澄与堅を7預か  

らユ抜始Yしたため飼料稟東軍咽る．こヒヒなったのでは良いかじも  

考えられる武、知れる堅困を青息に人丸ても、乳初軸冷した径の成嶺  

が得られ放かつ一たク  

屠怯の仕上り状魚  

二 黒内グ留につttて臥 脂肪の数夏草ヒ審瞳ま亀條にあるので一概に  

この鮮果ビけ小らの評欄は軽けなけれぼ象ら逢い蕊、Y、乙Lの招ほは  

浩んど義が疎く、Y」については7．∋、ゲ％Y良好であった．  

．、ノ 屡放長、骨級長等の農政の長さについては、背隈長Ⅱを除き、し   

－ YしYの噸で吊ったが、これらの朝腹については時に椎骨数ヒの商連   

．ヾ潔いYいわ九て扇、リ、車央」の雅骨数は他の二鳥ヒ比べ、コ＝占永  

二多かつだが、若千晶嵐的庶相違も蝕められるようであった。   
い  ロースの断面楕について軋Vよ0、占‘軌2′Y」よれ／〝㌔′L／ぎ＿‰芦  

1噸で、何れも良唱で誘った軋 YL r乙ついて肢、特にロースの長径  

、・二持後に萎償不り、帝円形の鞄ので萌・つモニヒ瞳、今後の内題息と夜  

－％－   



るものと芳える斤   
叫 大知肉片の割合について腋、時にLについて硫躯せ／鱒，中藤せ占  

％．後藤JJ％ヒ毀凰的なもので、またYについても、水晶穣七して  

忠海めて色弱で後飯蛸JJ、J％もぁつだ軋 Yしについて良、執鹿せ  

J，♂％′ 中躯ゴク、J％．蜂躯⊇ヲ、‘％ヒ、′＼ムボズlト 反面中鬼ボ大  

きく若干句題ボー残るものY鬼えられる．   

∫）宵鶴攻下脂肪については、Lよ、‘仇．Y才、鋸弗．YしJ、0瑚とであり、  

YLボ最も劣っだ。 しかし対現に快罰したY腋粁に擾乱た系統のも  

のであ．った二L庚びこYL「Zついて臥 その組合せ向の相性等の東條虻  

あるので、今後更に直嘉しなけ九ぼ未だ断直し得えないものと着える。   

ム）肉頃について唸、亀沢、脂肪の女鹿等は、Y媒最も渡れていだが、  

LYYLの色沢は淡く、真にYLの妬束は麿（：細く鶴っていた。  

内閣りについては、Y、L Yもにゑ7頭づつ若干ゆるいものが洩酌  

られたⅥ‡YLについてはこのよう夜欠泉は恕恥ら九夜かっだ。  

改札 食味について峻．Y，L．YLの唄でYLについて滝鴇に内観  

楳読る屯のY尭えられる   

ち、む すび、   
兄上総合して■、」及びYLは、「Y比執し、馳昔日数で若干短醸し得て屯、  

阻料消費量セYLtこついては、これに加えて肉質上の向粗密照るようである ■   
勿論＝のニヒは、太試験の鮨果のみから鷹諭し終夜い放で看り、今後これ  

ら乃息につし、て諭重し、暗に＼化については、系統的在ぬ合せについても、  

東食温究する一辺姜力ごちるので、今後憾前項に机－て詣摘しモ直々の内題点に  

ついて改善すべく、租榛利同の内藤に嚢める鹿要求看る。   
なざ、L艮びYしについて埼、飼育管認上在来のYY経べ特に困難杖灸件  

は昆虫らなかったニヒを付言已してガく。  

入．旺和せ旨琴牒、晩産肉話方横宏武絶（抄線）  

動lほ夫、普庶東大甑、大橋膵也、加藤巳え竜   

7．冒  的   

径腋り象肉性に執する経済的能力を把隠し従わのすそ九た橡晩の達成普   

及を凰る．   

よ 検 定 方 ∋象   

当常 養の種腋から生産ミ九、藍子鮭れ検直に合格した同暁子取ヰhら  

－¢クー   


